






1 聴性誘発反応について 

1)まず予備実験として,耐水性高感度小型マイクロホンを妊娠子宮内に挿入後,母ザルの横

1m の距離に置いたテープレコーダーから,ほぼ 85db の強さの音声を流して,マイクロホン

がこれらの音声を明瞭にキャッチすることを確かめた。ただし,その場合,2,500 ヘルツ以

上の音は急速に減衰して,いわゆる子宮内で高域減衰の起こることが確認された。それでも,

音声は明らかに何からのものであるかを弁別できる。音声としては,母ザルの鳴き声,人声,

オートバイ雑音,協奏曲,交響曲,歌曲,艶歌などをとりまぜた。 

これらの実験に,妊娠中期,および末期のニホンザルそれぞれ三頭ずつが用いられた。 


